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１はじめに
環境先進国ドイツの南西部に位置し，フランスとスイスの国境に近いフライ
ブルクは，1992年にドイツ環境援助財団，ドイツ連邦都市協議会，ドイツ市
町村連合，ＢＵＮＤなどの共催で実施した自治体コンテストで優勝し，環境首都
に選ばれている'１。また，フライブルクは1996年に，省エネルギー効果の大き
い省エネライトの引換券を全世帯へ配布するキャンペーン「マイスターランプ
がやってくる」を展開し，市民の環境稗発に大きな成果をあげているに‘
フライブルクの中央駅から３kｍの位置にあるヴォーバン地区は，フライブ
ルクと市民グループのフォーラム・ヴォーバンによって，持続可能な街づくり
をフレーズとした環境共生団地の建設が進んでいる。ヴォーバン地区では，低
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エネルギーハウスとともに，プラスエネルギーハウスであるパッシブハウスも
多く建設されている。
パッシブハウスは低エネルギー化を推進し，再生可能エネルギーである太陽
エネルギーを最大限に利用することで，自宅で消費するエネルギーよ'）も生産
するエネルギーが多い住宅である。
フライブルクはドイツで最も日照時間が長い地域にあI)，ソーラー都市と呼
ばれている。フライブルクの中央駅前には，２棟のソーラータワーが建ってお
|)，バーデノバ・サッカースタジアムの屋根には，市民分譲型のソーラー発電
所を設置している2)｢，
本報告は，ドイツで最初に建設したパソシブハウスの集合住宅の建設に携わ
り，そのパッシブハウスで生活を営んでいるアンドレアス・デレスケ氏と
2006年９月に，フライブルクにあるヴォーバン地区で会談した内容をまとめ
たものである。
なお，第２節から第６節に記したアンドレアス・デレスケ氏と会談した内容
は口語体で表記した
２ヴォーバン地区の歴史
ヴォーバン地区の土地は従来，農地に利用していました。ナチスの時代にな
ると，ドイツ軍は農地を接収して，兵舎を建設しました。ドイツは1945年に
第二次世界大戦の敗戦を迎え，同年，ドイツ軍が使用していたヴォーバン地区
の兵舎は，占領軍として進駐してきたフランス軍が使用するようになりまし
た。
1992年にベルリンの壁が崩壊し，東西ドイツが統合されたことによって，
フランス軍は撤退しました｡３８ヘクタールの面積を有するフランス軍基地の
跡地はドイツへ返還された後，フライブルクが買い取りました。
当時のフライブルクは住宅難が深刻化し，アパートの家賃の高騰が社会問題
化していた背景があり，学生たちを中心とした市民は，フランス軍の旧兵舎を
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家賃の安価なアパートに利用することを主張しました。
既存の旧兵舎を改修してアパートに利用するか，それとも，解体した後でア
パートを新築するかの判断は，両者のエネルギー消費量を比較して決定しまし
た。古い住宅は改修しないと，暖房用のエネルギー消費量が大きくなります。
新築住宅は十分な断熱工事を施しますので，エネルギー消費量が少なくて済み
ます。
古い住宅と新築住宅のエネルギー消費量を比較する場合，｜暖房に用いるエネ
ルギー消費量を含む家庭内の全エネルギー消費量を計算するだけでは不十分で
す。新築住宅を建設する際に消費するエネルギーや，建材に関係するエネルギ
ーを総合的に判断する必要があ})ます。古い住宅を改修して利用する場合のエ
ネルギー消費量と，古い住宅を解体した後で新築住宅を建設する場合のエネル
ギー消費量は，ほとんど同じことが分かl)ました。
私たちは|Ｈ兵舎を解体しないで，外側に断熱材を取1)付ける改修工事をおこ
ないました。その結果，改修した旧兵舎で消費するエネルギーは，新築の低エ
ネルギーハウスと比較して，ほとんど同じです。私たちが選択した改修工事は，
新しい建材を使わない分だけ，エネルギー消費量を抑制することができまし
た。
３ヴオーバン地区の街づくり
ヴォーバン地区を持続可能なエコ住宅地にしたいと希望する市民は，１９９４
年に市民グループとしてフォーラム・ヴォーバンを設立しました。
ヴォーバン地区を再開発するような大規模な都市計両を実施する時は，住民
説明会を開催することが法律で義務付けられています。ドイツ国内で実施した
大規模な都市計画の場合は，形式的な住民説明会を２回ほど開催するのが一般
的でした。つまI)，行政は住民説明会を開催して，プロジェクトやプランの概
略を説明することによって，責任を果たしたと判断していました。
ヴオーバン地区の場合は，フライブルクが形式的な住民説明会を開催しよう
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としましたが，フォーラム・ヴォーバンの人たちは，企Ｉ１Ｉｉ設計の段階から積極
的に市民参加することによって，ヴォーバン地区の持続可能な街づくりを推進
しようと考えました。そのため，フライブルクは形式的な住民説明会ではなく，
市民の真剣な意見を集約するための住民説明会を開催し，ヴォーバン地区の再
開発に取り組みました。このような経緯を経て，フォーラム・ヴォーバンとフ
ライブルクは良いパートナーシップを確立して，今日に至っています。
フライブルクとフォーラム・ヴォーバンの協力体制から生まれた取り組みの
一つは，ヴオーバン地区に建設する住宅を，低エネルギーハウスにすることで
す。低エネルギーハウスは，省エネルギーを積極的に推進する住宅です。
2006年９月現在，ヴォーバン地区のllf帯数は2,000111帯で，人口は4,500人
です。第三工事期が完丁する2007年から2008年には，人口が5,500人から
6,000人になる予定です。毎年，ヴォーバン地区にある既存の住宅戸数の１％
に相当する数の新築住宅が増えていますⅡ
ヴォーバン地|Ｘの大部分の住宅は分譲住宅です。誰でも住宅の購入を申し込
むことができます。住宅を購入する際は，ポイントシステムを導入しています。
ヴォーバン地区の再開発をおこなう当初の||的は，フライブルクの住宅難を解
ｉｉｉするために，市民をヴォーバン地区へ|呼び寄せることでした,．したがって，
フライブルクの市民で，ヴォーバン地区に移りたいと希望する人にはポイント
が付きます。また，子供のいる家庭もポイントが付きます。高齢者の方や，
人々が共同して建設グループを立ち上げる場合は，ポイントが増えます。プラ
スエネルギーハウスであるパッシブハウスを建設する場合は，さらにポイント
が加算されます。
ポイントシステムを導入したため，第一工事期と第二工事期で建設した住宅
の大部分は，プライベートな共同建築グループによるコーポラテイブハウスが
占めています。
道路を挟んで建っている４階建ての集合住宅は，３階部分と４階部分に渡I）
廊下を架け，住民がお互いに移動し易いように利便性を備えています（写真
l)。
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写真１道路を挟んだ２棟の建物の３階部分と４階部分に渡り廊下を設けて，快適で良
好な近所付き合いを可能にしている。（フライブルク：２００６年９月）
ヴォーバン地区の住Lもの｢'１には，自宅を他人に貸している人がいるかも知れ
ません。フライブルグ,lJlﾉﾘのilz均家賃は，1,,,Ｊ当たり７５ユーロですが，ヴオ
ーバン地区の家賃は，もう少し高額と思います。
ヴォーバン地区には，コンセプトの異なる''１扇３０ｍのグリーン地帯が５ケ所
に造られています（写真２.写真３)。これも住民参111Jの成果の一つです。フ
ライブルクは個々のグリーン地帯について，（lﾐ民に１０刀ユーロの資金を提供
し，住民がアイデアをⅡ{し合ってグリーン地帯をデザインしました。
ここのグリーン地帯は，遊び道｣-Lが置いてない代わりに，パン焼き釜があり
ます（写真４)。周辺のｲlZ宅に住んでいる人たちのアイデアで，パン焼き釜を
設置しました。パン焼き釜をｲﾘ:日使用すると，近所の人たちが迷惑しますので，
パン焼き釜を２週|IMI毎に使用する細則を決めました。パン焼き釜を管理する人
が二人いて，薪が十分あるかどうか，特定のIrjl人が頻繁に使用していないかど
うか，住民が平等に使川しているかどうかをチェックしています。
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写真２家族でくつろげるように，ベンチや遊具が置いてあるグリーン地帯。（フライブ
ルク：2006年９月）
写真３遊具がほとんどない，広場のようなグリーン地帯。（フライブルク：2006年９月）
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写真４グリーン地帯の一角に造られたパン焼き窯。（フライブルク：２００６年９月）
集合`住宅からグリーン地帯へ通じる細い道路は，砂利道になっています。周
辺に居住する住民は，道路をアスファルトで舗装したくないと考えました。道
路をアスファルトで舗装する主なⅡ的は，雨天の日に路面がぬかるんで歩きづ
らくなるのを避けるためです。住民は雨降りの日に外で遊ぶ人が少ないと考え
て，道路をアスファルトにしないで，砂利道にすることを選択しました。アス
ファルトで舗装する費用がかか})ませんので，その分の資Ⅱ]は遊び聯を整Iiliiす
るために流用しました。
年輪を重ねた大きな木が植わっています。分譲住宅を建設する時は，昔から
生えている古い木を残しました。幹の途中から太さの違う樹木が植わっていま
す（写真５)。こオしは挿し木をした樹木です。上の方の木は枝をきれいに伸ば
す樹種で，下の力の木は根がすごく強い樹種です。
ここの建物は，１階部分が全て商店になっています。この敷地を購入した共
同建築グループに対しては，1階部分の全てを店舗にすることが義務付けられ
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写真５ 根の強い樹木と枝ぶりのきれいな樹木を挿し木
した大木。挿し木をした樹木は，市内の街路樹
にも多い。（フライブルク：2006年９月）
主した。商店のオーナーがヴォーバン地区の住民か否かは関係ありません。
オーガニックのパンや野菜を販売する，会員制のエコ・スーパーマーケッカ ツ のパンや野釆を蚊元する，会員市|｣のエコ・スーパー ト
もあります。一般の人も購入できますが，会員は一般の人よりも安い価格で商
品を購入できるシステムになっています。これは住民に安全で安心できるオー
ガニック商品を普及するためのシステムです。
フライブルクはヴオーバン地区に限らず，できるだけ雨水を下水道に流さな
いように努めています。雨水を集めるために溝を掘り。集めた雨水は時間をか
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けてゆっくりと地下へ浸透させます。雨水を地下に浸透させることは，地下水
の水位が下がりませんから，地域にとってもやさしい環境的配慮になります。
ヴオーバン地区の東西に通じる中央通りヴオーバンアレーから脇へ入った住
宅地は，自動車が見当たらないで落ち着いた静かな雰囲気が漂い，人々がゆっ
たりと生活できる街づくりを実現しています。
４パッシブハウス
４－１パツシブハウスの条件
パッシブハウスは，居住面積ｌｍ２当たり年間に消費する暖房用エネルギー
が15ｋＷ以下です。同様に，低エネルギーハウスは６５ｋＷ以下です。パツシブ
ハウスは，住宅で消費するエネルギーよりも多くの電力を発電する，プラスエ
ネルギーハウスです。
パッシブハウスには，５つの重要な条件があります。
第一の条件は，住宅を日当たりの良い南向きに建設します。これは太陽エネ
ルギーをパッシブな形で最大限に利用するためです。
第二の条件は，太陽エネルギーをできるだけ室内に取り入れるために，南側
に大きな窓を設けます。窓ガラスはトリプルガラスを使用しています。
第三の条件は，建物の断熱を確実にします。外壁の厚さは40ｃｍあり，その
中に羊毛を用いた厚さ２４ｃｍの断熱材が入っています。断熱効果を高めるため
に，住宅の北側は窓を小さくし，また，屋根は屋上緑化をしている住宅が多く
あります。
第四の条件は，空気の排気と吸気です。寒い冬に室内の汚れた暖かい空気を
排気する際は，空気が蓄えている熱を熱交換器で回収し，回収した熱を利用し
て屋外から取り入れた新鮮で冷たい空気を暖めます。
第五の条件は，人が住むことです。料理を作ると熱が出ます。照明器具は光
とともに発熱もします。私たち人間一人ひとりは100Ｗの熱を出しています。
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４－２パッシブハウス
この建物は，１９９９年にドイツで最初に建設したパッシブハウスの集合住宅
です（写真６)。４階建ての建物で，２０世帯が暮らしています。私の自宅は３階
部分の一番西側にあります。向宅の広さは９０平方メートルあり，家族３人で
暮らしています。
私の自宅で２００４年の１年|Ｍ１に支払ったガス料金は，僅かに１１４ユーロです。
これは一般家庭の１ケＵ分のガス料金に相当する金額です。
集合住宅をパッシブハウスで新築するコストは，一般の集合住宅に比べて，
7％の負担増になります。この７％の負担増をプラスマイナスゼロにするには，
条件にもよりますが，概ね１０年から２０年で可能です。
私たちは８年前に，今も住んでいるパッシブハウスの集合住宅を建設するコ
ストの見積りをしました。現在は当時に比べて，天然ガスの価格が４０％値上
がりしています。したがって，７％の建設コストの負担増は．10年でプラスマ
写真６ドイツで最初に建設したパッシブハウスの集合住宅。日差しの強い日は，上の
階のベランダが日陰をつくる。左側にグリーンカーテンの役目を果たす大きな
樹木の枝が見える。（フライブルク：２００６年９月）
122
ヴォーバン地区の持続可能な街づくり（長谷｣||）
イナスゼロになります。私たちのパッシブハウスは建設してから７年が経過し
ましたので，７％の負担増は残り３年でプラスマイナスゼロになります。
この施設は，空気の排気と吸気をしています（写真７)。今日は部品が壊れ
たので，修理をしています。このような補修工事は，７年間で初めての経験で
す。これだけの技術を導入しますと，一般住宅よりもメンテナンスに費用がか
かります。しかし，低エネルギーの技術を導入して，エネルギー消費量を抑制
していますので，メンテナンスの費用は十分に賄えます。
空気の排気と吸気を通して，室内の空気を入れ替えます。冬の季節は，室内
で暖まり汚れた空気を強制換気で屋外へ排気します。その際，汚れた空気が蓄
えている熱を熱交換器で回収します。熱交換器で回収した熱は，屋外から新鮮
で冷たい空気が入ってくる時に，その空気を暖めるために利用します。排気し
た空気が蓄えていた熱の８０％は，吸気した空気を温めるために使います。そ
して、暖かくなったきれいな空気を，家の中に取り込みます。
：
写真７パッシブハウスの排気と吸気の強制換気をおこなう装置。（フライブルク
２００６年９月）
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室内の空気の入れ替えは，完全におこないます。寒い冬の季節も，家の中は
暖かい新鮮な空気で旅ｵしています。夏は窓を開けて，自然通風で空気を入れ替
えます。
屋根には，太陽電池と太陽熱温水器を設置しています。電気でお湯を沸かす
のはエネルギー効率が悪いため，太陽エネルギーを利用してお湯を沸かしてい
ます。
私の自宅のトイレは，飛行機と同じ真空方式を導入しています。一般家庭の
トイレは１回当たり６リットルの水を使用しますが，私の自宅のトイレは１リ
ッルの水で十分です。
４－３最新型パッシブハウス
ヴオーバン地区に隣接して，５０世帯の最新型パッシブハウスが連なるソー
ラー団地が建設されました（写真８・写真９)。最新型のパッシブハウスは，
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写真８最新型パッシブハウス。屋外には世帯毎に大きな物置を設置している。（フライ
ブルク：２００６年９月）
'２４
.■■灘
写真９ビルの屋上に建つパッシブハウス。（フライブルク：2006年９月）
ヘリオトロープの設計者として，また，ソーラー建築家として有名なロルフ・
ディッシュ氏が設計しました２１．
屋根に設置している太陽電池は，最新型のものを使用しています。屋根の全
面は，硬質ガラスを用いた太陽電池で覆われており，デザイン的にも優れてい
ます。太陽電池で発電した電力は，全て電力会社へ売電しますので，屋根の面
積に応じて，－世帯当た1)毎月200ユーロから300ユーロの売電収入がありま
す。
建材はエコ建材で，断熱効果の高い無垢の木材を使用しています。合板は化
学物質を含む合成接着斉Ⅱを用いていますので，建材には使用しません。塗料は
人の健康に有害な影響を与えない，自然でエコロジカルな塗料を使用していま
す。
窓ガラスの構造は，断熱効果の高いトリプルガラスです。夏はＨ差しが強く
なりますので，二階のベランダ部分が，日陰をつくる働きをします。大きな窓
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のある南側に面した庭には，グリーンカーテンの役割を果たす落葉広葉樹が植
えてあります。夏は葉が生い茂り，太陽の強い日差しを遮り，日陰をつくりま
す。冬は葉を落とし，太陽光を窓から室内に取り入れます。
建物の外観は，長屋のように見えますが，室内はとても快適な住空間が保た
れています。
５コジェネレーション
．ジェネレーションは，エンジンを稼動して発電すると同時に，エンジンか
ら発生する排熱を利用して温水を作ります。すなわち，エネルギー効率を高め
る熱電併給装置です。私たちが使用している小型の．ジェネレーションの出力
は，電力出力が55ｋＷ，発熱出力が12ｋＷです。
各家庭は年間を通じて，台所やシャワーでお湯を使いますので，．ジェネレ
ーションで沸かした温水と屋根に設置した太陽熱温水器で沸かした温水の両方
を，温水供給システムで各家庭へ給湯します。また，寒い冬の季節は，各家庭
で温水暖房を使用しますので，その分の温水供給が増えます。
私たちが使用している小型の．ジェネレーションは，1棟20世帯で利用し
ています。私たちは，．ジェネレーションを稼動して，年間に必要な電力の
６０％を発電していますが，不足する４０％の電力は，電力会社バーデノバから
買電しています。私たちのパッシブハウスで電力が不足する時は，個々の家庭
が買電するのではなく，１棟20世帯のグループとして買電します。
熱エネルギーは．ジェネレーションから発生する温水と，屋根に設置した太
陽熱温水器で沸かした温水によって全て賄っています。
私たちの．ジェネレーションで使用している燃料は天然ガスです。天然ガス
は化石燃料ですから,風力発電や太陽電池などの再生可能エネルギーと異なり，
法律で電力の買い取り価格を規定していません。
私たちの．ジェネレーションで発電した電力は１棟20世帯で消費しますが，
余剰電力が発生した場合は電力会社へ売電します。売電価格は１ｋＷ当たり５
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セントと極めて廉価です。市民が電力会社から買電する価格は１ｋＷ当たり１９
セントです。電力会社は，私たちから５セントで買電して，市民へ１９セント
で売電しますから，２８０％の利益を得ています。私たちの．ジェネレーション
の発電コストは１２セントですから，５セントで売電するのは矛盾しています。
仮に，私たちが発電コストと同じ１２セントで売電しても，電力会社は３７％の
利益を得ることができます。
天然ガスは再生可能エネルギーではありませんが，天然ガスを燃料に使用す
る．ジェネレーションは，１００％再生可能エネルギーに移行する過渡期の重要
な技術です。
ドイツ国内で，．ジェネレーションを設置すると，国内で消費するエネルギ
ーの半分をまかなうことが可能です。このような事実があるにもかかわらず，
ドイツの現状は，様々な圧力によって，．ジェネレーションの普及が阻止され
ています。
６交通コンセプト
ヴォーバン地区には，フライブルクとフォーラム・ヴォーバンが築き上げた，
独特の交通コンセプトがあります。
ヴォーバン地区には，極めて僅かですが住宅の前に駐車場が付いている住宅
地があります。しかし，大部分の住宅地には駐車場がありません。このように，
住宅の前に自動車が駐車しない環境を,街づくり基本構想の一つにしています。
ヴォーバン地区はカーフリー住宅ではありませんので，駐車場のない住宅を購
入した住民の中で自動車を保有している人もいます。その人たちはヴォーバン
地区のはずれに２棟ある４階建ての共同立体駐車場を購入します。
ヴオーバン地区の東西に通じるヴォーバンアレーの最高速度は，時速30kｍ
です。ヴオーバンアレーから住宅地へ入る道路は，自動車の通り抜けを防ぎ，
住民の自動車だけが必要な時に通行するように，クルドザック型道路になって
います。この道路は子供たちが安全に遊ぶことができる他，車椅子の人たち，
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乳母車，歩行者，、転車の優先道路ですから，自動IlIの最高速度は時速15kｍ
に制限されています（写真１０)。
ヴオーバンアレーから脇へ入る道路に沿った住宅地は，自宅の前に駐車場が
ありません。自動車から荷物を降ろす，あるいは，自動車に荷物を積む時だけ，
自動車を家の前に停車することができます｡しかし，その作業が終わると，す
ぐに自動車を移動させなければなりません。自宅の前に，いつまでも自動車を
駐車させることは違法です。
フライブルク市民の４０％，そして，ヴオーバン地区に住んでいる住民の
６０％から８０％は，自動工|工を保有しないカーフリーの人たちです。交通コンセ
プトには，カーフリーやカーシェアリングも含んでいます。
ヴォーバン地区では,2006年４Ｕ２９ｐに路面電車が開通しました(写真11)。
路面電車は７分30秒の間隔で運行しています。路面電車の停留所は，住民が
路面電車を利用しやすいように，共同立体駐車場よ})も住宅に近い所に設置し
ました。
段
.【
j咄
写真１０ヴオーバンアレーから脇へ入った道路に面した集合住宅。住宅の前に駐車場は
なく，路上にも自動車が見当たらない。（フライブルク：２００６年９月）
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写真１１ヴォーバンアレーにある路面電車の停留所。路面電車は人にやさしい低床式車
両を導入している。（フライブルク：2006年９月）
フライブルクが取り組んでいる交通政策の特徴の一つに，公共交通機関のチ
ケットがあります。1991年に導入した地域環境定期券レギオカルテは，フラ
イブルクおよび隣接するエンディンゲン郡とプライスガウホッホ・シュバルツ
ヴアルト郡からなるフライブルク都市圏を走る路面電車，バス，ドイツ鉄道
ＤＢの総延長2,900kｍの公共交通機関を全て利用できます。また，日曜日と祝
日には，１枚のレギオカルテがあると大人２人と子供４人が無料で乗車できる
特典があります。また，学割や年間レギオカルテ購入者への割引制度がありま
す。
フライブルクは当初，ヴォーバンアレーを走る路面電車のレールの両側に，
自動車を通そうと計画しました。フォーラム・ヴォーバンは，レールの片側だ
けに自動車を通すことを提案しました。
その提案に対し，フライブルクは消防自動車が通行できる道路を確保しなけ
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ればならないと反論しましたが，フォーラム・ヴォーバンは，緊急を要する場
合は，自動車が通れる道幅を確保しておいて，日常は自動車を通さずに，車椅
子の人たち，乳母車，歩行者，自転車だけが通る道路にすることを強く提案し，
実現しました（写真12)。
この道路の利用方法は，市民参加の典型的な成果です。行政は画一的に決め
ることがありますが，市民が提案したアイディアによって，行政が気付くこと
もあります。
ヴォーバン地区の住民は移動手段の７０％を自転車に依存しています。自転
車を利用して，学校へ行ったり，会社へ行ったり，買い物へ行ったりしていま
す。
ホークのように細い道路が造られていますが，そこは風の通り道になってい
ます。ヴォーバン地区の南側に山があります。そこから吹き降ろす心地よい風
が，ヴォーバン地区の細い道路やグリーン地帯を通り抜けていきます。
緊急時には自動車の走行が可能な道幅を確保しているが，普段は車椅子の人た
ち，乳母車，歩行者，自転車が通る道路。手前に着脱式の車止め用のポールが
見える。この道路の利用形態は，フォーラム・ヴォバンの提案で実現した。
(フライブルク：２００６年９月）
写真1２
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また，それぞれの建物の間には，人や自転車が通る細い道路が張り巡らされ
ていて，住民が短時間で様々な場所へ行けるように配慮しています。
７おわりに
持続可能な街づくりに取り組んでいるヴォーバン地区は，住宅の前に駐車場
のない住宅地が多く，ヴォーバンアレーから住宅地へ入る道路は，通り抜けの
できないクルドザック型道路になっておI)，道路を自動車から取り戻した街づ
くりがおこなわれている。
フライブルク地域交通連合ＲＶＦは，ｌ市２郡のフライブルク都市圏を網羅す
る全ての公共交通機関を利用できる，安価で利便性に富む地域環境定期券レギ
オカルテを運営している。ヴォーバン地区の住民はレギオカルテによって，自
動車を持たなくても公共交通機関の路面電車やバスを利用して，快適に暮らせ
る住環境を整備している。レギオカルテが安価な理由は，市民に対して環境に
やさしい公共交通機関の利用を促すために，関係する自治体が補助金を拠出し
ているからである。ドイツで最も自転車にやさしいミュンスターは，同様にミ
ュンスターカルテを導入しているが，レギオカルテに比べて補助金が少ないた
め，ミュンスタカルテの価格は若干高額である３１。
再生可能エネルギーである太陽電池で発電した電力は，再生可能エネルギー
促進法に基づいて，２０年間にわた|）1ｋＷ当たり５０セントの売電保証を規定し
ている。このためドイツでは，再生可能エネルギーで発電した電力の全てを電
力会社へ売電し，自宅で消費する電力は，電力会社から安い料金で貢電する。
ヴオーバン地区にあるパッシブハウスの集合住宅で使用している，化石燃料
の天然ガスを燃料とする小型の．ジェネレーションで発電した電力は，電力会
社への売電価格が1ｋＷ当たり５セントと安価なため，その電力を各家庭で消
費した後，余剰電力を生じた場合は電力会社へ売電し，電力が不足する場合は
電力会社から貢電している。
ドイツは寒い地域に位置するため，暖房が必要な冬の季節が長く，エネルギ
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－消費量が増える特徴がある。市民は地球温暖化防止対策として，脱化石燃料
の重要性を理解するとともに，低エネルギーハウスの推進，さらには，プラス
エネルギーハウスであるパッシブハウスへの関心を高めている。
ヴオーバン地区の持続可能な街づくりについて，フォーラム・ヴオーバンで
中心的な役割を担っているアンドレアス・デレスケ氏から詳細な説明をいただ
いた。ここに感謝の意を表します｡
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